
熊本地震（M6.5, M7.3）による主要活断層帯へのクーロン応力変化

地震本部｢九州地域の活断層の
長期評価｣をもとに断層を仮定
（詳しくは付録１を参照）．
さらに各断層を5x5km程度の
パッチにわけて応力を計算

布田川断層帯・日奈久断層帯の他の区間，緑川断層帯東部，雲仙断層
群，別府ー万年山断層帯の東部，佐賀平野東縁断層帯などでCFF増加

5
0

research2
タイプライターテキスト

research2
タイプライターテキスト
東北大学資料


	
	平成２８年熊本地震の滑り分布モデル（暫定）

	空白ページ



